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特
別
寄
稿

ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
及
び
同
実
施
法
に
お
け
る
常
居
所
と

そ
の
判
断

渡

辺

惺

之

一

は
じ
め
に

問
題
の
所
在

外
国
在
住
の
父
の
同
意
を
得
て
母
が
子
を
日
本
に
連
れ
帰
り
、
そ
の
後
、
一
年
を
過
ぎ
て
父
が
ハ
ー
グ
条
約
実
施
法
に
基
づ
き
返
還

請
求
を
申
し
立
て
た
未
公
表
の
留
置
事
件
で
、
家
庭
裁
判
所
は
子
の
返
還
決
定
の
理
由
に
お
い
て
、「
常
居
所
と
は
、
人
が
常
時
居
住

す
る
場
所
で
、
単
な
る
居
所
な
い
し
住
所
と
は
異
な
り
、
相
当
長
期
間
に
わ
た
っ
て
居
住
す
る
場
所
を
い
う
も
の
と
解
さ
れ
る
」
と
し

て
、「
子
ら
の
常
居
所
地
国
は
（
外
）
国
に
あ
っ
た
」
と
認
め
た
。
こ
の
常
居
所
に
関
す
る
判
示
部
分
は
、
南
敏
文
『
改
正
法
例
の
解

説
』（
平
成
四
年
、
法
曹
会
）
四
七
頁
に
ほ
ぼ
同
一
の
文
章
が
あ
る
。
し
か
し
、
決
定
で
は
「
居
所
」
の
後
に
元
の
文
章
に
は
な
い

「
な
い
し
住
所
」
と
の
文
言
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
常
居
所
は
住
所
よ
り
相
当
長
期
間
の
居
住
を
要
す
る
概
念
と
理
解
し
て
い
る
裁
判

官
が
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

こ
の
常
居
所
の
判
断
の
背
景
に
は
、
日
本
で
は
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
の
批
准
時
に
、
返
還
拒
否
事
由
と
し
て
の
「
重
大
な
危
険
」
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（
条
約
一
三
条
、
実
施
法
二
八
条
）
の
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
反
面
、
条
約
上
の
返
還
シ
ス
テ
ム
の
基
本
に
関
わ
り
、
条
約

締
約
国
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
常
居
所
を
め
ぐ
る
問
題
が
充
分
に
紹
介
さ
れ
、
検
討
さ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
本

稿
は
、
条
約
に
よ
る
返
還
裁
判
に
関
わ
る
基
本
要
件
の
一
つ
で
あ
る
常
居
所
と
そ
の
判
断
方
法
を
、
日
本
の
実
施
法
に
つ
い
て
検
討
を

試
み
る
も
の
で
あ
る
。二

常
居
所
概
念
と
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
関
わ
る
問
題

⚑

常
居
所
と
は

も
と
も
と
常
居
所
は
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
が
独
自
に
創
設
し
た
概
念
で
は
な
い
。
そ
の
起
源
は
一
九
世
紀
に
遡
る
と
い
わ
れ
る
が
、

ハ
ー
グ
国
際
私
法
条
約
で
実
際
に
使
わ
れ
た
の
は
一
九
五
六
年
の
「
子
に
対
す
る
扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
」
か
ら
と
さ
れ

る(1
)。
人
の
法
的
身
分
関
係
に
関
わ
る
基
本
的
準
拠
法
（
属
人
法
）
を
決
定
す
る
連
結
点
と
し
て
国
籍
と
並
び
、
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た

住
所
に
代
わ
る
連
結
点
と
し
て
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
の
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
に
よ
る
条
約
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
住
所
に
関
し
て
は

各
国
の
国
内
法
に
よ
る
定
義
に
違
い
が
あ
り
、
連
結
点
と
し
て
は
等
し
く
住
所
で
あ
る
の
に
、
実
際
に
指
定
さ
れ
る
準
拠
法
が
国
に
よ

り
異
な
る
と
い
う
難
点
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
各
国
の
国
内
法
定
義
に
関
わ
ら
な
い
事
実
的
な
連
結
概
念
と
し
て
常
居
所

が
登
場
し
た
。
日
本
に
お
い
て
も
平
成
元
年
の
法
例
改
正
に
よ
り
婚
姻
及
び
親
子
関
係
に
お
け
る
準
拠
法
連
結
に
関
し
て
、
住
所
に
代

わ
り
常
居
所
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
一
八
年
に
「
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
」
の
改
正
に
よ
り
財
産
関
係
法
を
含
め
全
面
的

に
住
所
に
代
わ
り
採
用
さ
れ
て
い
る(2
)。

常
居
所
は
規
範
的
に
定
義
づ
け
ら
れ
る
住
所
概
念
と
は
異
な
る
事
実
的
概
念
だ
と
さ
れ
る
。
法
的
定
義
を
個
別
事
件
に
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
居
住
の
期
間
や
状
況
、
居
住
態
様
、
居
住
の
目
的
な
ど
の
事
実
的
要
素
に
よ
り
、
個
別
事
例
に
則
し
た
柔
軟
な
準
拠
法
の
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連
結
が
可
能
な
点
が
長
所
と
さ
れ
る(3
)。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
国
際
私
法
立
法
に
お
け
る
準
拠
法
決
定
の
連
結
点
と
し
て
の
常
居
所
は
、

ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
お
け
る
常
居
所
と
は
求
め
ら
れ
る
制
度
的
な
目
的
や
機
能
が
全
く
異
な
る
。
従
っ
て
、
法
適
用
通
則
法
上
の
常

居
所
に
関
す
る
解
釈
先
例
や
平
成
元
年
法
例
改
正
時
に
戸
籍
事
務
処
理
の
た
め
定
め
ら
れ
た
基
本
通
達
は
、
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
事
件

に
関
す
る
基
準
と
は
な
り
得
な
い
。

ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
及
び
そ
の
実
施
法
に
お
け
る
常
居
所
は
、
条
約
に
よ
る
子
の
返
還
シ
ス
テ
ム
の
起
動
に
関
わ
る
基
本
要
件
と
し

て
、
条
約
の
目
的
に
即
し
た
返
還
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
事
例
に
則
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
際
私
法
で
は
常
居
所
は
事
実
的
概

念
か
法
的
概
念
か
が
議
論
さ
れ
る
が
、
こ
の
条
約
に
関
し
て
は
、
条
約
上
の
返
還
請
求
権
の
基
本
要
件
と
し
て
法
的
概
念
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
判
断
は
規
範
的
解
釈
で
は
な
く
、
返
還
請
求
の
意
義
・
目
的
に
照
ら
し
て
個
別
事
例
の
事
実
関
係
か
ら
判
断

さ
れ
る
点
で
事
実
的
な
要
件
と
い
う
こ
と
も
で
き
る(4
)。

⚒

ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
お
け
る
常
居
所

ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
お
い
て
は
、
あ
る
国
か
ら
子
供
を
国
外
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
奪
取
に
該
当
す
る
か
、
あ
る
国
へ
の
帰
国
拒
否

が
留
置
に
該
当
す
る
か
と
い
う
判
断
の
基
準
と
な
る
「
あ
る
国
」
が
常
居
所
地
国
と
さ
れ
て
い
る
。
常
居
所
は
条
約
に
よ
る
子
の
返
還

シ
ス
テ
ム
の
起
動
を
決
定
す
る
基
準
、
子
を
返
還
す
べ
き
国
を
決
定
す
る
基
準
と
し
て
、
条
約
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
。
し
か

し
、
意
外
な
こ
と
に
条
約
の
前
文
に
は
返
還
先
を
元
常
居
所
地
国
と
す
る
記
述
は
あ
る
が(5
)、
条
約
本
体
に
は
子
の
返
還
先
を
常
居
所
地

国
と
す
る
規
定
は
な
く
、
常
居
所
を
定
義
す
る
規
定
も
な
い
。

ハ
ー
グ
条
約
の
公
式
報
告
書
で
、
実
質
的
に
は
立
法
理
由
書
に
等
し
い
と
さ
れ
る
ペ
レ
ス
報
告
は
、「
子
の
返
還
は
常
に
移
動
前
の

子
の
常
居
所
地
で
あ
る
」
と
規
定
し
な
か
っ
た
の
は
、
返
還
先
の
判
断
に
際
し
柔
軟
性
を
失
わ
せ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
だ
と
し
て
い
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る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、「
申
立
人
が
最
早
子
の
移
動
前
の
常
居
所
地
国
に
は
居
住
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
国
に
子
を
返
還
す
る

こ
と
は
解
決
が
困
難
な
実
際
上
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
条
約
が
沈
黙
し
て
い
る
の
は
、
従
っ
て
、

奪
取
先
国
の
権
限
機
関
が
申
立
人
の
元
に
、
そ
の
住
所
が
ど
こ
か
を
問
わ
ず
、
直
接
に
返
還
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
も
の
と
解
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る(6
)。

条
約
に
よ
り
子
を
返
還
す
べ
き
国
の
決
定
基
準
と
な
る
常
居
所
が
ど
の
よ
う
な
場
所
か
に
つ
い
て
は
、
条
約
に
規
定
は
な
く
、
条
約

前
文
を
手
掛
か
り
に
判
断
す
る
他
な
い
。
条
約
の
前
文
は
子
の
幸
福
を
至
上
の
目
的
と
し
て
掲
げ
、「
家
族
及
び
子
供
の
成
育
し
た
社

会
環
境
に
戻
す
」
こ
と
が
子
の
幸
福
に
適
う
と
い
う
基
本
認
識
に
立
つ
。
そ
こ
か
ら
回
復
す
べ
き
原
状
（
status
quo）
の
指
標
は

「
家
族
及
び
子
供
の
成
育
し
た
社
会
環
境
」
で
あ
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
子
の
奪
取
現
象
の
抑
止
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
親

が
国
外
へ
の
奪
取
行
為
に
走
る
動
機
と
し
て
、
子
の
監
護
権
裁
判
に
お
い
て
有
利
な
法
廷
地
を
得
よ
う
と
す
る
意
図
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
条
約
は
奪
取
に
よ
る
有
利
な
法
廷
地
の
獲
得
を
許
さ
な
い
、
つ
ま
り
子
の
常
居
所
地
国
を
監
護
権
紛
争
の
裁
判
の
た
め
便
宜
適
正

な
法
廷
地
（
forum
conveniens）
と
し
て
い
る(7
)。
ハ
ー
グ
条
約
に
よ
る
子
の
返
還
制
度
に
お
け
る
常
居
所
は
、
こ
の
よ
う
に
返
還
制

度
の
二
つ
の
制
度
目
的
、
子
の
幸
福
と
い
う
条
約
目
的
に
適
う
返
還
先
が
「
家
族
及
び
子
供
の
成
育
し
た
社
会
環
境
」
の
地
で
あ
る
要

請
、
及
び
、
子
の
奪
取
に
よ
る
有
利
の
法
廷
地
の
不
当
獲
得
を
許
さ
な
い
、
監
護
権
裁
判
の
便
宜
適
正
な
法
廷
地
で
あ
る
要
請
か
ら
、

個
別
事
例
に
お
け
る
事
情
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
本
稿
冒
頭
の
例
の
よ
う
に
住
所
や
居
所
と
同
じ
に
規
範
的
に
判
断
す

べ
き
要
件
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。

三

条
約
に
よ
る
子
の
返
還
事
件
に
お
け
る
常
居
所
問
題

ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
よ
る
返
還
事
件
で
常
居
所
判
断
が
問
題
と
な
る
典
型
的
な
事
件
類
型
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
留
置
事
件
で
、

特別寄稿
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両
親
が
合
意
し
た
上
で
元
常
居
所
地
国
か
ら
他
国
に
子
が
移
動
し
相
当
の
期
間
居
住
し
た
後
に
返
還
が
要
求
さ
れ
、
常
居
所
が
既
に
そ

の
他
国
に
移
っ
て
い
る
と
争
わ
れ
る
類
型
と
、
子
が
直
接
に
滞
在
地
の
社
会
環
境
と
接
触
す
る
機
会
が
少
な
い
乳
幼
児
で
あ
る
場
合
に

子
の
常
居
所
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
類
型
で
あ
る
。
留
置
事
件
で
は
、
同
意
の
上
で
子
と
共
に
移
動
し
た
国
に
常
居
所
が
成
立

し
て
い
る
か
、
返
還
請
求
時
点
で
は
い
ず
れ
を
常
居
所
と
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る(8
)。
乳
幼
児
の
返
還
事
件
で
は
、
子
が
幼
稚
園
や
学

校
な
ど
地
域
社
会
と
の
直
接
の
接
触
が
少
な
く
親
の
意
向
等
の
取
扱
が
問
題
と
な
る
。

ハ
ー
グ
条
約
は
子
の
返
還
裁
判
に
つ
い
て
各
締
約
国
に
お
け
る
最
も
迅
速
な
手
続
に
よ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
常
居
所
に
関
し
て

も
締
約
国
に
よ
っ
て
判
断
の
手
続
や
方
法
に
違
い
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
上
記
の
二
つ
の
類
型
事
件
に
つ
い
て
、
コ
モ
ン
ロ
ー
と
大
陸

法
と
の
違
い
を
考
慮
し
て
、
米
国
と
ド
イ
ツ
の
判
例
に
お
け
る
判
断
を
比
較
し
て
検
討
を
試
み
た
い
。

⚑

米
国
判
例

㈠

常
居
所
の
移
動

（
⚑
）
M
ozes
事
件
判
例

［
事
実
］
イ
ス
ラ
エ
ル
人
夫
婦
Ｘ
（
父
）
と
Ｙ
（
母
）
は
、
同
国
で
一
九
八
二
年
に
婚
姻
し
、
一
七
才
か
ら
四
才
ま
で
四
人
の
子
供
が

い
る
。
Ｘ
は
、
米
国
生
活
を
経
験
し
た
い
と
い
う
Ｙ
の
希
望
と
、
子
供
達
に
英
語
を
学
ば
せ
米
国
文
化
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
、

一
九
九
七
年
四
月
、
Ｙ
が
子
供
達
と
一
五
ヶ
月
間
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
生
活
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
Ｙ
は
同
州
で
家
を
借
り
子
供

達
は
学
校
に
通
い
、
Ｘ
は
そ
の
費
用
を
払
い
、
米
国
を
訪
れ
る
毎
に
そ
こ
に
滞
在
し
た
。
米
国
移
住
一
年
後
の
一
九
九
八
年
四
月
一
七

日
、
Ｙ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
裁
判
所
に
Ｘ
に
離
婚
と
子
供
ら
の
監
護
権
を
請
求
す
る
訴
え
を
提
起
し
た
。
そ
の
約
一
月
後
、
Ｘ
が
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
連
邦
地
裁
に
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
基
づ
き
子
供
達
の
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
返
還
請
求
を
申
し
立
て
た
。
最
年
長
の
子
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は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
帰
国
を
希
望
し
、
Ｘ
Ｙ
も
同
意
し
帰
国
し
た
。
九
才
と
五
才
の
双
子
の
三
人
の
返
還
が
問
題
と
な
っ
た
。
Ｘ
Ｙ
間

で
は
一
五
か
月
間
（
一
九
九
八
年
七
月
ま
で
）
の
米
国
滞
在
の
合
意
に
争
い
は
な
い
が
、
そ
の
後
の
期
間
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
。

第
一
審
は
、
子
供
ら
の
常
居
所
は
米
国
に
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
常
居
所
地
国
で
は
な
い
と
し
、
返
還
申
立
を
棄
却
。
控
訴
審
は
、

事
件
を
原
審
に
差
戻
し
た
。

［
第
一
審
判
旨
］（
M
ozesv.M
ozes19F.Supp.2nd
1108）「
常
居
所
を
決
定
す
る
際
、
裁
判
所
は
焦
点
を
親
で
は
な
く
子
供
に
合

わ
せ
、
将
来
に
向
け
た
意
図
よ
り
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
常
居
所
は
地
理
的
な
移
動
と
時
間
の
経
過

に
よ
っ
て
の
み
『
移
転
』
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
親
の
感
情
や
責
任
の
変
化
に
よ
る
の
で
は
な
い
。」。「
必
要
な
の
は
、
あ
る
場
所
に
生

活
し
て
い
る
目
的
が
、
そ
こ
に
適
応
馴
化
が
あ
る
と
適
切
に
表
現
で
き
る
程
度
の
継
続
性
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。」「
あ
る
場
所
か
ら

他
の
場
所
へ
の
移
住
（
relocation）
が
一
時
的
若
し
く
は
期
間
を
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
常
居
所
の
移
転
を
認
め
る

妨
げ
と
は
な
ら
な
い
。」。「
移
住
が
一
時
的
な
性
質
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
適
応
馴
化
な
ど
の
判
定
を
す
る
際
に
決
定
的

な
切
り
札
で
は
な
い
。」。「
子
供
の
常
居
所
は
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
移
転
す
る
。
新
し
い
国
が
両
親
に
よ
り
合
意
さ
れ
て
い
た
場
合

で
、
そ
の
国
に
子
供
が
適
応
馴
化
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
新
し
い
国
に
子
供
が
期
限
を
定
め
ず
に
在
留
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

そ
の
国
が
子
供
の
常
居
所
地
国
で
あ
る
と
い
う
主
張
の
補
強
事
実
と
は
な
る
が
、
常
居
所
地
国
で
あ
る
た
め
の
必
要
条
件
で
は
な
い
。」。

「裁
判
所
は
留
置
の
実
際
の
開
始
日
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
留
置
の
開
始
日
は
子
供
の
常
居
所
が
決
定
さ
れ
る
時
期
を
正

確
に
示
す
の
で
重
要
で
あ
る
。
…
…
当
裁
判
所
は
Ｙ
に
よ
る
婚
姻
解
消
の
申
立
提
起
日
一
九
九
八
年
四
月
一
七
日
（
最
も
早
い
留
置
可

能
日
）
に
、
子
供
達
の
常
居
所
は
米
国
に
あ
っ
た
と
認
め
る
…
…
争
い
の
な
い
証
拠
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
八
年
四
月
一
七
日
ま
で
に
、

子
供
達
は
新
し
い
家
庭
に
適
応
馴
化
し
、
学
校
、
社
会
、
文
化
活
動
、
宗
教
活
動
に
登
録
さ
れ
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

米
国
で
一
年
間
の
学
期
を
成
功
裏
に
終
了
し
、
英
語
を
迅
速
に
習
得
し
、
新
し
い
友
人
を
得
て
、
…
…
新
し
い
生
活
に
適
応
し
成
長
し
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て
い
る
。
こ
の
一
年
は
、
子
供
の
視
点
か
ら
は
『
ま
さ
に
適
応
馴
化
し
た
と
述
べ
る
に
足
り
る
…
…
』
も
の
で
あ
っ
た
。」。

［
控
訴
審
判
旨
］（
M
ozes
v.M
ozes
239F.3rd.1069,9th
Cir.CA
.2001）「
原
審
は
、
一
九
九
七
年
四
月
と
一
九
九
八
年
四
月
の

間
に
、
本
件
子
供
達
の
常
居
所
が
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
米
国
に
移
転
し
た
と
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
子
供
の
常
居
所
の
移
転
を
確
定
す

る
た
め
に
は
、
両
親
双
方
の
同
意
の
下
で
子
供
が
新
し
い
地
に
滞
在
し
、
そ
の
地
に
適
応
馴
化
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
理
解
に

よ
る
。」。「
本
件
の
場
合
の
よ
う
に
既
に
子
供
の
確
定
し
た
常
居
所
が
あ
る
場
合
に
は
、
他
の
新
し
い
場
所
に
滞
在
す
る
こ
と
へ
の
同

意
だ
け
で
、
常
居
所
が
そ
の
地
に
移
転
す
る
こ
と
は
な
い
…
…
両
親
の
同
意
に
加
え
て
、
例
え
ば
期
限
を
定
め
な
い
滞
在
へ
の
実
際
の

同
意
な
ど
の
、
前
の
常
居
所
を
放
棄
す
る
と
い
う
両
親
の
共
通
し
た
意
思
が
、
裁
判
所
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。」。「
外
国

に
留
学
し
た
子
供
は
そ
の
国
の
文
化
に
親
し
む
よ
う
に
な
り
、
そ
の
国
の
人
々
と
人
的
な
繋
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
そ
れ
こ
そ
が
短
期
間
の
旅
行
者
で
は
な
く
一
年
間
を
外
国
で
過
ご
す
意
義
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
親
子
が
普
通
に
抱
く

期
待
は
、
期
間
の
終
了
後
は
学
生
が
本
国
に
住
居
を
戻
す
こ
と
で
あ
る
。」。「
原
審
の
常
居
所
の
判
断
は
、
…
…
条
約
に
お
い
て
親
の

意
向
が
担
う
重
要
性
に
充
分
な
配
慮
を
欠
い
た
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
。
…
…
一
九
九
七
年
四
月
に
は
子
供
達
の
明
確
で
確
定
し
た
常

居
所
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
あ
り
、
こ
の
常
居
所
を
米
国
に
変
え
る
た
め
放
棄
す
る
意
思
を
、
原
審
が
認
定
で
き
な
い
場
合
、
問
う
べ
き
は
、

子
供
達
が
米
国
に
『
適
応
馴
化
し
て
い
る
』
か
で
は
な
い
。
条
約
に
よ
り
問
う
べ
き
適
切
な
質
問
は
、
米
国
が
子
供
達
の
家
族
及
び
社

会
的
成
育
の
場
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
の
か
で
あ
る
。
原
審
は
こ
の
問
に
答
え
て
い
な
い
」。

（
⚒
）
M
ozes
事
件
原
審
と
控
訴
審
の
違
い

常
居
所
に
関
し
て
米
国
判
例
を
検
討
す
る
場
合
、
M
ozes
事
件
は
試
金
石
的
な
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
審
と
控

訴
審
に
お
け
る
判
断
方
法
の
違
い
は
、
そ
れ
自
体
、
常
居
所
及
び
常
居
所
の
移
転
に
関
わ
る
二
つ
の
典
型
的
な
異
な
る
見
解
を
示
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

ハーグ子奪取条約及び同実施法における常居所とその判断

(阪大法学) 68 (3-229）711〔2018.⚙〕



原
審
判
断
の
要
点
は
最
初
の
引
用
判
旨
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
所
が
常
居
所
を
決
定
す
る
際
、
焦
点
を
親
で
は
な
く
子
供
に
、

将
来
に
向
け
た
意
図
で
な
く
こ
れ
ま
で
の
経
過
に
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
常
居
所
の
移
転
は
地
理
的
な
移
動
と
時
間
の
経
過
に
よ
る

の
で
、
親
の
感
情
や
責
任
の
変
化
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
留
置
型
事
例
に
お
け
る
子
の
常
居
所
移
転
の
要
件
は
、
①
移
住
及
び
移
住
先

国
が
両
親
に
よ
り
合
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
②
移
住
先
国
に
子
供
が
適
応
馴
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
③
子
供
が
期
限
を
定
め
ず
移

住
先
国
に
在
留
し
て
い
る
こ
と
は
常
居
所
地
国
で
あ
る
こ
と
の
補
強
事
実
と
な
る
が
必
要
条
件
で
は
な
く
、
④
移
住
が
一
時
的
又
は
期

間
を
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
常
居
所
の
移
転
を
認
め
る
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
控
訴
審
の
判
断
は
、
こ
の
原
審
判
断
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
充
分
だ
と
す
る
。
追
加
的
要
件
と
し
て
、
⑤
常
居
所
の
移
転
を
認
め
る
に
は
、
古
い
常
居
所

を
放
棄
又
は
廃
止
す
る
、
両
親
の
共
通
す
る
意
思
又
は
そ
の
意
思
を
推
測
さ
せ
る
客
観
的
事
実
が
必
要
と
す
る
。

（
⚓
）
M
ozes
事
件
判
例
の
評
価

ガ
ル
ボ
リ
ー
ノ
報
告
書

米
国
で
は
二
〇
一
二
年
に
ハ
ー
グ
条
約
案
件
に
携
わ
る
裁
判
官
の
た
め
に
、
条
約
適
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す
目
的
で
、
ガ
ル
ボ

リ
ー
ノ
判
事
に
よ
る
報
告
書
（
以
下
、
ガ
ル
ボ
リ
ー
ノ
報
告
書
）
が
連
邦
司
法
セ
ン
タ
ー
か
ら
公
刊
さ
れ
た(9
)。
常
居
所
の
移
転
に
関
す

る
各
巡
回
区
の
連
邦
控
訴
審
判
例
を
比
較
検
討
し
て
い
る
が
、
M
ozes
事
件
原
審
と
控
訴
審
判
例
が
分
水
嶺
と
さ
れ
る
。
同
報
告
書

に
よ
る
と
、
常
居
所
の
取
得
・
移
転
に
関
し
て
、
両
親
の
意
向
・
意
図
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
連
邦
控
訴
審
の
判
例
は
分
か
れ
て
い

て
、「
第
一
、
二
、
四
、
七
巡
回
区
は
、
第
九
巡
回
区
の
M
ozes
v.M
ozes
控
訴
審
判
決
に
従
い
、
最
初
に
両
親
の
意
図
に
焦
点
を

当
て
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
最
初
に
問
わ
れ
る
の
は
新
し
い
常
居
所
が
成
立
し
た
か
ど
う
か
で
あ
り
、
又
、
両
親
が
従
前
の
常
居
所

を
廃
止
す
る
共
通
の
意
図
を
示
し
て
い
た
か
で
あ
る
。」。
そ
の
次
に
問
わ
れ
る
の
が
、「
地
理
的
な
変
更
が
そ
こ
に
『
馴
染
む
の
に
充

分
な
』『
し
か
る
べ
き
時
間
』
で
な
さ
れ
た
か
で
あ
る
。」
と
す
る(10
)。
し
か
し
、
他
の
巡
回
区
の
連
邦
控
訴
審
は
両
親
の
意
向
を
軽
く
見

て
い
る
と
し
て
、
第
八
巡
回
区
控
訴
審
は
子
供
の
目
線
で
見
る
べ
き
で
あ
り
両
親
の
意
向
は
決
定
的
で
は
な
い
と
し(11
)、「
第
三
、
六
巡
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回
区
は
M
ozes
控
訴
審
判
例
を
拒
絶
し
、『
子
供
目
線
こ
そ
が
子
の
保
護
を
目
的
と
す
る
こ
の
条
約
の
解
釈
に
お
い
て
最
上
位
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
』」
と
す
る(12
)。
特
に
、
第
六
巡
回
区
で
は
常
居
所
の
判
断
基
準
と
し
て
、「
⚑
．
裁
判
所
は
法
律
上
の
概
念
で
あ
る
住
所

や
D
om
icile
と
は
反
対
に
個
別
事
件
に
お
け
る
事
実
と
事
情
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
⚒
．
裁
判
所
は
子
供
の
経
験
だ
け
を
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
。
⚓
．
裁
判
所
は
両
親
の
将
来
の
計
画
で
は
な
く
専
ら
子
供
が
こ
れ
ま
で
に
し
た
経
験
に
焦
点
を
当
て
る
べ
き
で
あ
る
。

⚔
．
子
供
は
一
つ
だ
け
常
居
所
を
有
す
る
。
⚕
．
常
居
所
は
主
た
る
監
護
者
の
国
籍
を
考
慮
せ
ず
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。」
を
挙
げ

る
。
こ
の
中
で
、
特
に
⚒
と
⚓
、「
親
の
意
図
で
は
な
く
、
子
供
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る(13
)。
全
体
的
に
「
親
で
は

な
く
、
子
供
に
焦
点
を
当
て
、
将
来
に
向
け
た
意
図
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
焦
点
を
当
て
る
」
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
点
で
、

M
ozes
事
件
原
審
の
判
断
に
近
い
と
い
え
る
。

ガ
ル
ボ
リ
ー
ノ
報
告
書
は
、
M
ozes
事
件
控
訴
審
判
決
が
重
視
し
た
親
の
意
向
に
つ
い
て
、
場
合
を
分
け
検
討
し
て
い
る
。
第
一

は
、
常
居
所
を
移
転
す
る
共
通
の
意
図
は
認
め
ら
れ
る
が
一
方
は
積
極
的
で
な
か
っ
た
場
合
で
、「
裁
判
所
は
お
そ
ら
く
子
供
の
常
居

所
は
変
更
さ
れ
た
と
認
め
る
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
第
二
は
、
両
親
は
共
に
一
時
的
な
移
住
を
意
図
し
て
い
た
が
、
一
方
の
親
が
そ
の
一

時
的
滞
在
地
で
永
住
に
意
図
を
変
更
し
た
場
合
で
、「
裁
判
所
は
常
居
所
の
変
更
を
認
め
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
第
三
は
、

M
ozes
判
決
の
状
況
で
あ
り
、
移
住
に
関
す
る
合
意
は
あ
る
が
、
期
間
に
つ
い
て
曖
昧
も
し
く
は
不
明
確
さ
が
残
る
場
合
で
、
裁
判

所
は
「
居
住
が
意
図
的
に
曖
昧
に
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
意
図
を
め
ぐ
り
親
に
争
い
が
あ
っ
た
か
」
を
中
心
に
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
と
し
て
、「
居
住
の
曖
昧
さ
に
意
図
が
あ
っ
た
場
合
は
、
裁
判
所
は
前
の
常
居
所
の
放
棄
と
認
め
る
方
向
に
向
か
う
。
し
か

し
、
居
住
期
間
の
定
め
が
な
い
か
、
後
日
の
協
議
に
残
し
た
に
過
ぎ
な
い
か
に
関
し
て
両
親
間
で
一
致
し
な
い
場
合
、
M
ozes
判
決

の
立
場
で
は
以
前
の
常
居
所
を
放
棄
す
る
一
致
し
た
意
図
は
な
か
っ
た
と
認
め
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
い
る(14
)。
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㈡

乳
幼
児
の
常
居
所

常
居
所
の
移
動
が
問
題
と
な
る
も
う
一
つ
の
事
件
類
型
と
し
て
乳
幼
児
の
奪
取
や
留
置
事
件
が
あ
る
。
常
居
所
と
い
う
概
念
は
基
本

的
に
人
と
地
域
や
場
所
と
の
関
係
に
関
わ
る
。
乳
児
の
よ
う
に
ま
だ
滞
在
地
の
社
会
と
独
自
に
直
接
に
接
す
る
機
会
が
少
な
く
、
監
護

者
を
介
し
て
間
接
的
に
社
会
環
境
と
関
わ
っ
て
い
る
場
合
、
子
の
常
居
所
を
ど
う
判
断
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
米
国
の
判
例
で
は

Friedrich
事
件
が
典
型
例
と
い
え
る
。

Friedrich
事
件
（
Friedrich
v.Friedrich
983F2nd.1396,6th
Cir.1993）

［
事
実
］
一
九
八
九
年
一
二
月
ド
イ
ツ
で
Ｘ
（
ド
イ
ツ
人
父
）
と
ド
イ
ツ
駐
留
米
国
軍
人
Ｙ
（
米
国
人
母
）
が
婚
姻
、
同
月
に
子
Ｔ

（
米
国
籍
）
が
生
ま
れ
た
。
一
九
九
一
年
七
月
、
Ｘ
Ｙ
は
激
し
い
け
ん
か
を
し
、
Ｘ
が
Ｙ
に
Ｔ
を
連
れ
て
ア
パ
ー
ト
か
ら
出
て
行
く
よ

う
命
じ
Ｙ
Ｔ
の
所
有
物
を
窓
か
ら
外
に
放
り
出
し
、
Ｙ
は
Ｔ
を
連
れ
米
軍
基
地
内
に
移
動
し
四
日
後
に
Ｘ
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
Ｔ
を

連
れ
米
国
に
帰
国
し
た
。
ハ
ー
グ
条
約
に
基
づ
く
Ｘ
の
返
還
申
立
を
受
け
た
オ
ハ
イ
オ
州
南
部
地
区
連
邦
地
裁
は
、
Ｙ
Ｔ
の
米
軍
基
地

へ
の
移
動
に
よ
り
常
居
所
は
米
国
に
変
更
さ
れ
た
と
し
て
不
返
還
を
決
定
し
た
。
Ｘ
が
控
訴
し
控
訴
審
は
次
の
理
由
を
判
示
し
原
決
定

を
取
消
し
た
。

［
控
訴
審
判
旨
］「
常
居
所
の
決
定
に
際
し
て
は
、
親
で
は
な
く
子
供
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
べ
き
で
、
こ
れ
ま
で
の
過
去
の
経
緯
を
審

理
す
べ
き
で
、
未
来
に
向
け
た
意
図
を
問
題
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
Ｔ
は
ド
イ
ツ
で
ド
イ
ツ
人
父
と
米
国
人
母
と
の
間
に
生
ま
れ
、
母

Ｙ
が
米
国
に
連
れ
出
す
ま
で
は
専
ら
ド
イ
ツ
で
生
活
し
て
い
た
。
Ｙ
は
、
Ｔ
の
ordinary
residence
は
一
貫
し
て
ド
イ
ツ
に
あ
っ
た

が
、
Ｔ
は
実
際
に
は
米
国
に
常
居
所
（
habitualresidence）
を
有
し
て
い
た
と
し
て
、
①
合
衆
国
市
民
で
あ
り
、
②
合
衆
国
の
公

式
書
類
上
の
住
所
（
perm
anent
address）
は
オ
ハ
イ
オ
州
に
あ
り
、
③
Ｙ
は
除
隊
後
に
は
Ｔ
と
米
国
に
帰
国
す
る
つ
も
り
で
あ
っ

た
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
Ｔ
の
legalresidence
が
米
国
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
充
分
に
強
力
で
は
あ
る
が
、
常
居
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所
を
確
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。」。「
常
居
所
は
移
動
前
の
普
段
の
居
住
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
裁
判
所
は
未
来
で
は
な
く
、
過
去

に
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｙ
が
挙
示
し
た
要
点
は
全
て
未
来
に
関
わ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
Ｙ
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

…
…
Ｙ
は
疑
う
余
地
な
く
Ｔ
と
繋
が
り
が
あ
り
、
米
国
と
も
繋
が
り
が
あ
り
、
将
来
的
に
Ｔ
の
た
め
合
衆
国
に
移
る
こ
と
を
考
え
て
い

た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
…
…
Ｔ
の
常
居
所
は
、
地
理
的
に
、
又
、
一
定
の
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
の
み
変
更
さ
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
親
の
愛
情
や
責
任
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。」。

⚒

小
括

米
国
判
例
に
よ
る
常
居
所
判
断
の
特
徴

ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
お
け
る
常
居
所
は
、
米
国
判
例
で
は
基
本
的
に
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
伝
統
的
な
住
所
概
念
と
の
違
い
と
い
う
比

較
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
て
い
る
。
常
居
所
は
ordinary
residence
と
近
い
と
い
う
一
般
的
な
理
解
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

Friedrich
事
件
控
訴
審
判
決
は
コ
モ
ン
ロ
ー
の
住
所
概
念
と
対
比
し
判
断
し
て
い
る
。
米
国
判
例
に
限
ら
ず
コ
モ
ン
ロ
ー
諸
国
に
特

徴
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
親
の
意
思
、
子
の
意
思
と
い
う
主
観
的
要
素
が
、
個
別
判
例
に
よ
り
強
弱
の
違
い
は
あ
る
が
、
重
要
視

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
の
常
居
所
に
関
し
て
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で
未
成
年
者
の
場
合
に
伝
統

的
に
重
視
さ
れ
て
き
た
親
の
意
思
の
斟
酌
が
、
M
ozes
事
件
原
審
や
Friedrich
事
件
控
訴
審
の
よ
う
に
希
釈
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

次
の
学
説
分
類
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

⚓

Schuz
に
よ
る
常
居
所
判
断
モ
デ
ル
の
分
類

二
〇
一
三
年
に
出
版
さ
れ
た
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
関
す
る
概
説
書
で
、
Schuz
は
、
常
居
所
の
判
断
方
法
を
次
の
三
モ
デ
ル
に
分

類
し
て
検
討
し
て
い
る(15
)。
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(⚑
）
親
の
意
向
モ
デ
ル
（
T
he
ParentalIntention
M
odel）；

M
ozes
事
件
控
訴
審
判
決
が
代
表
例
と
さ
れ
る
。
特
に
米
国
で

広
ま
っ
て
い
る
こ
の
モ
デ
ル
の
特
徴
は
、
常
居
所
の
移
転
判
断
に
際
し
て
、
以
前
の
常
居
所
の
放
棄
意
思
を
重
視
す
る
点
に
あ
る
。

Schuz
は
、
こ
の
旧
常
居
所
の
放
棄
意
思
と
い
う
構
成
は
M
ozes
事
件
控
訴
審
裁
判
官
に
よ
る
あ
る
英
国
判
例(16
)の
誤
解
か
ら
生
じ
た

と
し
、
英
国
判
例
と
M
ozes
判
例
と
の
違
い
と
し
て
、
M
ozes
判
例
で
は
「
確
定
し
た
（
settled）」
と
い
う
表
現
は
意
図

（
intent）
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、
英
国
判
例
で
は
目
的
（
purpose）
に
付
さ
れ
て
い
る
と
か
、
英
国
判
例
は
旧
常
居
所
に
戻
ら
な

い
確
定
意
図
を
示
す
が
、
新
常
居
所
取
得
の
条
件
を
構
成
し
て
い
な
い
等
を
指
摘
す
る(17
)。
M
ozes
判
例
後
の
米
国
判
例
が
、
親
の
意

図
だ
け
を
新
住
所
取
得
の
要
件
と
は
せ
ず
、
子
供
が
新
常
居
所
地
国
に
適
応
馴
化
す
る
だ
け
の
時
間
の
経
過
も
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
て
い
る
。

(⚒
）
独
立
／
子
供
中
心
モ
デ
ル
（
T
he
Independent
/
Child
-
Centered
M
odel）；

親
の
意
図
を
考
慮
に
入
れ
ず
、
子
供
と

居
住
国
と
の
関
係
の
質
を
審
査
し
て
常
居
所
を
判
断
す
る
立
場
で(18
)、
子
供
の
所
在
地
へ
の
適
応
馴
化
の
程
度
に
注
目
し
て
い
る
。

Friedrich
事
件
控
訴
審
判
決
の
次
の
表
現
が
よ
く
引
用
さ
れ
る；

「
常
居
所
は
地
理
的
所
在
と
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
の
み
変
更
さ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
親
の
愛
情
と
か
そ
の
責
任
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。」。
し
か
し
、
現
在
で
は
次
の
定
義
も
よ
く
使
わ
れ

る；

「
子
供
が
物
理
的
に
所
在
す
る
場
所
で
、
適
応
馴
化
に
充
分
な
時
間
と
子
供
の
視
点
か
ら
定
ま
っ
た
と
い
え
る
目
的
を
備
え
た
場

所(19
)」。
Schuz
は
こ
の
定
義
を
支
持
し
、
充
分
な
適
応
馴
化
を
認
め
る
べ
き
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
、
学
校
等
へ
の
規
則
的
な
通
学
、
課

外
活
動
へ
の
参
加
、
社
会
的
・
文
化
的
な
一
体
感
、
語
学
の
習
得
、
親
戚
や
友
人
と
の
有
意
的
な
関
係
を
挙
げ
る(20
)。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
で
は
親
の
意
図
に
も
か
な
り
の
ウ
ェ
イ
ト
が
置
か

れ
て
い
る
と
す
る
。

(⚓
）
組
合
せ
／
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
・
モ
デ
ル
（
Com
bined
/
H
ybrid
M
odel）；
Schuz
の
提
唱
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
両
親
の
意
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図
は
、
そ
れ
が
子
供
の
日
常
生
活
に
影
響
し
て
い
る
限
り
で
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
具
体
例
と
し
て
、
子
供
が
一
時
的

な
滞
在
施
設
で
生
活
し
て
い
る
事
実
は
新
常
居
所
の
取
得
に
は
反
対
の
要
素
と
な
る
が
、
こ
の
設
定
自
体
が
両
親
の
意
図
を
反
映
し
て

い
る
。
子
供
が
事
情
を
理
解
で
き
る
年
令
に
達
し
て
い
れ
ば
親
の
伝
え
た
滞
在
目
的
は
重
要
性
を
増
す
。
親
の
意
思
が
子
供
の
行
動
に

影
響
を
与
え
、
子
供
の
周
辺
の
人
々
や
社
会
制
度
に
合
わ
せ
形
成
さ
れ
る
関
係
の
質
に
影
響
す
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
の
独
立
／
子
供

中
心
モ
デ
ル
は
子
供
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
常
居
所
の
判
定
の
独
立
性
を
強
調
す
る
が
、
子
供
の
特
定
地
と
の
関
係
の
質
を
真
空
状
態
で

評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
両
親
の
意
図
を
一
定
範
囲
で
斟
酌
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
す
る
。
第
二
の
モ
デ
ル
を
用
い
な
が

ら
、
親
の
意
図
も
考
慮
し
よ
う
と
す
る
米
国
判
例
の
方
法
を
反
映
す
る
も
の
と
説
明
し
て
い
る(21
)。

⚔

ド
イ
ツ
モ
デ
ル

Schuz
の
分
類
し
た
第
二
の
独
立
／
子
供
中
心
モ
デ
ル
は
、
ド
イ
ツ
判
例
に
お
い
て
、
よ
り
純
化
さ
れ
た
客
観
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
常
居
所
は
子
の
生
活
の
中
心
で
あ
り
、
子
と
社
会
と
の
重
心
で
あ
り
、
常
居
所
の
得
喪
判
断

に
親
の
意
思
は
関
与
せ
ず
、
常
識
的
に
六
ヶ
月
間
の
滞
在
で
足
り
る
と
さ
れ
て
い
る(22
)。
こ
の
客
観
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
徴
を
よ
く
示

し
て
い
る
判
例
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ー
最
高
裁
（
Ｏ
Ｇ
Ｈ
）
の
判
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る(23
)。
こ
の
判
例
の
常
居
所
判
断
の
方
法
は
、
コ

モ
ン
ロ
ー
諸
国
の
モ
デ
ル
と
は
異
な
り
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
は
常
居
所
判
断
の
際
に
親
と
子
の
い
ず
れ
の
意
思
的
要
素
も
要
件
と
は
し

な
い
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
客
観
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ド
イ
ツ
モ
デ
ル
と
し
て
、
米
国
モ
デ
ル
と
対
比
的
に
整
理
し
て
み
た
い
。

㈠

オ
ー
ス
ト
リ
ー
最
高
裁
判
例
（
O
GH
30.O
ct.2003
8O
b121/03g）

［
事
実
］
セ
ル
ビ
ア
裁
判
所
で
離
婚
し
た
セ
ル
ビ
ア
人
夫
婦
間
で
の
子
の
奪
い
合
い
紛
争
で
、
監
護
権
者
Ｙ
（
母
親
）
が
子
Ｚ
を
連
れ

オ
ー
ス
ト
リ
ー
に
移
住
し
た
が
、
Ｘ
（
父
親
）
は
オ
ー
ス
ト
リ
ー
入
国
ビ
ザ
が
な
く
セ
ル
ビ
ア
に
留
ま
っ
た
。
毎
週
Ｙ
が
国
境
に
Ｚ
を
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連
れ
て
行
き
Ｘ
と
面
会
交
流
を
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
後
、
Ｘ
が
Ｚ
を
セ
ル
ビ
ア
に
連
れ
出
し
、
Ｘ
が
ベ
ル
グ
ラ
ー
ド
で
職
と
家
を
見
つ

け
る
ま
で
、
同
国
居
住
の
Ｘ
の
両
親
宅
に
Ｚ
を
預
け
た
。
し
か
し
、
Ｙ
は
Ｚ
の
居
場
所
を
突
き
止
め
て
オ
ー
ス
ト
リ
ー
に
連
れ
戻
し
、

Ｙ
の
再
婚
し
た
新
家
族
と
共
に
生
活
し
て
い
た
。
Ｘ
は
セ
ル
ビ
ア
裁
判
所
で
暫
定
的
監
護
権
者
の
指
名
を
受
け
、
Ｙ
を
誘
拐
罪
で
告
発

し
た
上
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
裁
判
所
に
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
よ
る
子
の
返
還
を
請
求
し
た
。
第
一
審
、
控
訴
審
共
に
Ｘ
の
請
求
棄
却
、

Ｘ
が
最
高
裁
に
上
告
。
最
高
裁
は
、
Ｚ
が
セ
ル
ビ
ア
の
祖
父
母
宅
に
居
た
の
は
一
～
三
週
間
程
度
の
わ
ず
か
な
期
間
で
、
一
時
的
滞
在

で
常
居
所
の
成
立
を
根
拠
付
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
Ｚ
の
常
居
所
は
、
Ｙ
の
連
れ
戻
し
時
点
に
は
既
に
オ
ー
ス
ト
リ
ー
に
あ
っ
た
と
し

て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。

［
判
旨
］「
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
三
条
の
意
味
に
お
け
る
常
居
所
の
概
念
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
管
轄
法
及
び
ハ
ー
グ
未
成
年
者
保
護
条

約
の
規
定
と
同
じ
に
解
釈
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
『
常
居
所
』
の
審
査
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
の
は
、
実
際
に
生
活
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
場
所
、
経
済
的
な
中
心
、
及
び
、
人
と
社
会
と
の
関
係
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
居
住
期
間
そ
れ
自
体
は
決
定
的

な
要
素
で
は
な
い
が
、
一
般
的
に
は
六
ヶ
月
が
『
常
居
所
』
成
立
の
た
め
の
居
住
期
間
の
目
安
と
な
る
。
常
居
所
は
生
活
の
事
実
的
中

心
点
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
、
監
護
権
者
の
意
思
に
反
し
て
も
成
立
す
る
。」。

親
の
意
思
に
反
し
て
も
常
居
所
が
成
立
す
る
と
言
い
切
る
点
で
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
影
響
を
受
け
て
い
る
Schuz
の
学
説
分
類
と
明

確
に
一
線
を
画
し
た
。
一
方
、
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
お
け
る
常
居
所
を
ハ
ー
グ
未
成
年
者
保
護
条
約
、
及
び
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
管
轄

法
（
Jurisdictionsnorm
）
の
常
居
所
と
同
じ
と
し
て
い
る
点
で
は
、
ド
イ
ツ
判
例
と
も
異
な
る
。
ド
イ
ツ
判
例
は
ハ
ー
グ
子
奪
取
条

約
に
独
自
の
解
釈
に
よ
る
と
し
て
い
る
。

㈡

ド
イ
ツ
判
例
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（
⚑
）
常
居
所
の
移
動
判
例
（
O
LG
Frankfurt/M
(15,Feb.2006)Fam
RZ.2006,883）

ド
イ
ツ
裁
判
所
に
よ
り
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
上
の
常
居
所
に
関
し
て
広
く
援
用
さ
れ
て
い
る
判
例
で
、
ド
イ
ツ
型
モ
デ
ル
に
つ
い
て

詳
し
く
判
示
し
て
い
る
。

［
事
実
］
申
立
人
Ｘ
（
父
、
米
国
籍
）
と
相
手
方
Ｙ
（
母
、
ド
イ
ツ
国
籍
）
は
一
九
九
四
年
に
ド
イ
ツ
で
婚
姻
し
、
子
Ｃ
（
独
米
二
重

国
籍
、
九
歳
）、
子
Ｇ
（
ド
イ
ツ
国
籍
、
四
歳
）
が
い
る
。
Ｘ
は
少
年
時
代
に
生
活
し
現
在
も
母
が
住
む
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
移
住

を
望
ん
で
い
た
。
Ｘ
Ｙ
は
二
〇
〇
四
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
住
ビ
ザ
を
得
て
、
Ｃ
と
Ｇ
も
同
国
の
永
住
資
格
を
取
得
し
一
家
は
同

年
一
一
月
二
六
日
に
移
住
し
た
。
Ｃ
は
移
住
先
の
小
学
校
に
転
入
手
続
を
し
た
が
、
Ｙ
は
学
校
に
不
安
を
持
ち
Ｃ
Ｇ
を
連
れ
ド
イ
ツ
に

帰
る
と
告
げ
た
が
、
Ｘ
は
反
対
し
Ｃ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
り
上
げ
た
。
Ｙ
は
二
〇
〇
五
年
一
月
に
Ｇ
を
連
れ
ド
イ
ツ
に
帰
国
し
た
が
直

ぐ
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
戻
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
二
月
二
日
Ｃ
は
小
学
校
に
初
め
て
登
校
し
た
が
、
同
月
七
日
Ｙ
は
Ｘ
不
知
の
間
に
Ｃ

Ｇ
を
ド
イ
ツ
に
連
れ
戻
り
元
の
家
で
生
活
を
始
め
た
。
Ｘ
は
ド
イ
ツ
裁
判
所
に
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
よ
る
返
還
裁
判
を
申
立
て
た
が
、

棄
却
さ
れ
、
控
訴
。

［
判
旨
］「
常
居
所
の
概
念
は
ハ
ー
グ
条
約
の
締
約
国
の
判
例
で
異
な
っ
た
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
裁
判
所
の
圧
倒
的
多
数

は
常
居
所
概
念
に
関
し
て
は
事
実
的
概
念
と
し
、
法
律
上
の
概
念
と
は
解
し
て
い
な
い
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
（
連
邦
通
常
最
高
裁
）
は
『
常
居

所
』
を
人
の
関
係
の
重
点
で
あ
り
、
人
の
生
活
の
中
心
が
あ
る
場
所
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
相
当
な
期
間
の
滞
在

と
、
生
活
関
係
の
重
点
を
な
す
関
係
が
所
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
見
解
で
は
常
居
所
は
、
住
所
と
は
異
な
り
、
居
住
場
所
を
生
活

の
中
心
又
は
重
点
と
す
る
意
思
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
未
成
年
子
の
場
合
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、
監
護
権
者
の
住
所
や
常
居
所
か
ら

導
か
れ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
と
は
独
立
し
た
審
査
が
必
要
と
な
る
こ
と
で
あ
る
…
…
。
こ
の
見
解
は
高
裁
レ
ベ
ル
、
地
裁
レ
ベ
ル
だ
け

で
な
く
学
説
上
も
通
説
で
あ
る
…
…
滞
在
の
期
間
に
関
し
て
は
、
学
説
判
例
は
し
ば
し
ば
未
成
年
子
の
滞
在
が
約
六
ヶ
月
に
達
し
た
場
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合
、
ハ
ー
グ
条
約
三
条
ａ
及
び
四
条
一
文
の
意
味
で
の
常
居
所
が
確
実
に
な
る
と
解
し
て
い
る
。」。「
多
く
の
英
米
法
系
諸
国
の
判
例

は
、
こ
の
常
居
所
に
関
し
て
完
全
に
事
実
的
要
素
で
構
成
し
て
い
る
通
説
の
理
解
と
異
な
り
、
人
が
常
居
所
に
関
し
て
有
す
る
意
思

（
い
わ
ゆ
る
settled
intention）
を
優
先
さ
せ
る
。
こ
の
settled
intention
概
念
で
は
、
居
住
期
間
及
び
社
会
へ
の
組
込
み
等
の

客
観
的
基
準
で
は
な
く
、
主
観
的
基
準
、
例
え
ば
、
英
国
の
高
等
法
院
判
例
が
示
す
よ
う
に
、『
確
定
し
た
と
表
現
で
き
る
程
度
の
継

続
性
を
伴
っ
た
居
住
の
目
的
が
必
要
と
さ
れ
る
…
…
』」。

「多
く
の
締
約
国
の
判
例
で
あ
り
、
当
裁
判
所
も
同
調
す
る
見
解
で
は
、
常
居
所
の
概
念
は
独
自
に
国
際
的
に
統
一
的
に
解
釈
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
の
適
用
範
囲
で
は
、
個
別
締
約
国
の
国
内
法
独
自
の
原
則
は
顧
慮
す
べ
き
で
は
な
い
。
…
…
条

約
の
中
心
的
な
保
護
目
的
は
、
子
供
か
ら
馴
染
ん
だ
日
常
生
活
を
奪
い
、
不
法
に
生
活
地
盤
か
ら
切
り
離
す
こ
と
の
防
止
で
あ
る
。

ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
の
本
質
的
な
目
的
は
原
状
を
回
復
し
（
status
quo）、
常
居
所
地
国
の
裁
判
所
に
よ
る
監
護
権
判
断
を
可
能
に

す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
基
本
を
な
す
の
は
、
そ
の
国
の
裁
判
所
が
事
件
に
近
く
子
の
社
会
と
の
関
係
を
審
理
判
断
す
る
た
め
最
善
の

位
置
に
あ
る
と
い
う
判
断
で
あ
る
…
…
。
条
約
で
使
用
さ
れ
て
い
る
常
居
所
の
概
念
は
、
そ
れ
故
、
一
定
の
期
間
と
常
住
性
を
伴
っ
た

居
住
及
び
環
境
と
の
関
係
性
、
つ
ま
り
人
が
滞
在
地
で
社
会
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
関
係
性
の
存
在
に
よ
り
性
格
付
け
ら

れ
る
。
…
…
こ
れ
に
向
け
ら
れ
た
法
律
行
為
と
し
て
の
意
思
や
自
然
的
な
意
志
は
要
件
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。」「
本
件
で
は
、
両
当
事

者
の
子
供
達
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
常
居
所
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
決
定
的
な
の
は
客
観
的
基
準
で

あ
り
、
注
目
す
べ
き
は
滞
在
が
相
応
な
期
間
に
及
び
定
住
性
が
認
め
ら
れ
る
か
、
そ
の
居
住
場
所
に
当
該
者
が
社
会
的
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
（
soziale
Integration）
事
実
的
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
か
で
あ
る
。
本
件
で
は
子
供
達
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
滞
在
は

そ
の
渡
航
か
ら
ド
イ
ツ
へ
の
帰
国
ま
で
で
あ
り
、
社
会
へ
の
同
化
が
あ
る
と
認
め
る
に
は
際
だ
っ
て
短
い
。
二
人
の
子
供
達
は
出
生
か

ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
六
日
に
到
着
す
る
ま
で
継
続
し
て
ド
イ
ツ
で
生
活
し
て
お
り
、
言
語
的
に
も
文
化
的
空
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間
と
し
て
も
ド
イ
ツ
で
成
長
し
て
き
た
。
二
〇
〇
五
年
二
月
七
日
の
出
発
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
滞
在
し
た
の
は
Ｃ
が
二
ヶ
月
半
、

Ｇ
は
わ
ず
か
⚑
／
⚔
ヶ
月
に
過
ぎ
な
い
。」

（
⚒
）
乳
幼
児
の
常
居
所
判
例
（
K
GBerlin
Fam
RZ
2014,495）

乳
幼
児
の
常
居
所
の
場
合
、
社
会
的
な
組
込
と
い
う
指
標
を
ど
う
適
用
判
断
す
べ
き
か
、
特
に
親
の
意
思
・
意
向
を
ど
う
取
り
扱
う

べ
き
か
が
問
題
に
な
る
。

［
事
実
］
Ａ
は
未
婚
の
ド
イ
ツ
人
母
Ｙ
と
ス
ペ
イ
ン
人
父
Ｘ
と
の
子
で
、
ベ
ル
リ
ン
で
出
生
。
Ｙ
は
将
来
ド
イ
ツ
で
生
活
す
る
つ
も
り

で
、
Ｙ
の
母
が
住
む
ベ
ル
リ
ン
に
Ｙ
Ａ
の
た
め
住
居
を
用
意
し
て
い
た
。
Ｙ
は
、
Ａ
が
四
ヶ
月
に
な
っ
た
時
に
Ｘ
の
父
方
家
族
の
居
住

す
る
ス
ペ
イ
ン
に
連
れ
て
行
き
、
途
中
で
度
々
ベ
ル
リ
ン
に
戻
り
は
し
た
が
、
合
計
二
〇
ヶ
月
ス
ペ
イ
ン
に
滞
在
し
た
。
Ｙ
が
二
才
に

な
っ
た
Ａ
を
連
れ
帰
っ
た
た
め
、
Ｘ
が
条
約
に
よ
る
返
還
請
求
を
提
起
し
た
。

原
審
（
A
GPankow
/W
eissensee）
は
、「
常
居
所
の
確
定
に
は
第
一
に
外
観
的
基
準
が
問
題
と
な
る
が
、
第
二
に
関
係
者
の
意

思
が
問
題
と
な
る
。
外
部
的
観
点
で
は
、
特
に
社
会
的
な
繋
が
り
に
つ
い
て
明
確
に
判
断
で
き
な
い
場
合
、
そ
れ
に
関
す
る
子
の
両
親

の
意
思
、
ス
ペ
イ
ン
と
ド
イ
ツ
の
い
ず
れ
に
居
住
す
る
の
が
共
通
の
考
え
で
あ
っ
た
か
が
重
要
に
な
る
。
証
拠
調
べ
の
結
果
両
親
が
Ａ

と
自
分
た
ち
の
常
居
所
を
ス
ペ
イ
ン
に
す
る
蓋
然
性
と
、
逆
に
ス
ペ
イ
ン
で
の
居
住
は
一
時
的
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
父
方
家
族
も
訪
問
客

と
し
て
処
遇
し
、
そ
の
間
の
社
会
的
繋
が
り
の
重
心
は
ベ
ル
リ
ン
に
維
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
蓋
然
性
と
が
、
等
し
く
認
め
ら
れ
る
」

と
し
、
常
居
所
が
ス
ペ
イ
ン
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｘ
の
証
明
責
任
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
。
子
供
の
手

続
補
佐
人
及
び
少
年
局
職
員
も
ス
ペ
イ
ン
へ
の
返
還
に
反
対
で
あ
っ
た
。
Ｘ
抗
告
、
抗
告
審
は
原
決
定
取
消
し
、
ス
ペ
イ
ン
へ
の
返
還

を
命
じ
た
。

［
判
旨
］「
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
で
用
い
ら
れ
て
い
る
常
居
所
の
概
念
は
、
一
定
の
期
間
と
正
常
な
滞
在
、
及
び
、
そ
の
者
が
滞
在
地
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の
社
会
に
溶
け
込
み
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
周
辺
と
の
社
会
的
関
係
が
あ
る
こ
と
と
性
格
付
け
ら
れ
て
い
る

（
O
LGFrankfurt）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
（
EuGH
）
に
よ
る
と
、
常
居
所
は
子
供
が
社
会
や
家
族
と
い
う
周
辺
環
境
に
確
か

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
（
Integration）
と
認
め
ら
れ
る
場
所
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
一
定
期
間
の
滞
在
、
通
常
は
最
小
限
の
期

間
（
判
例
で
は
常
識
的
に
六
ヶ
月
）
の
滞
在
は
こ
の
関
連
性
を
補
強
す
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
、
一
方
又
は
双
方
の
監
護
権
者
の
客
観

的
に
認
定
さ
れ
た
意
思
に
よ
り
そ
の
最
小
限
の
期
間
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
意
思
次
第
で
は
転
地
後
直
ち
に
常
居
所
と
な
る
こ
と
も
あ
り

得
る
」。「
小
さ
な
子
供
が
両
親
と
父
方
の
祖
父
母
と
、
途
中
で
何
度
か
短
期
間
の
ド
イ
ツ
滞
在
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
合
算
し
て
二

〇
ヶ
月
外
国
（
ス
ペ
イ
ン
）
に
い
た
場
合
、
個
別
事
情
と
し
て
特
別
に
斟
酌
す
れ
ば
、
通
常
は
外
国
が
常
居
所
と
な
る
。
一
方
の
監
護

親
が
明
確
に
表
示
は
し
な
い
が
内
心
に
抱
い
て
い
た
直
ぐ
に
ド
イ
ツ
に
戻
る
と
い
う
感
情
に
よ
っ
て
、
こ
の
判
断
が
覆
る
こ
と
は
な
い
。

相
手
方
監
護
親
に
外
国
で
の
長
期
の
滞
在
に
関
し
て
監
護
親
双
方
の
一
致
し
た
意
思
が
あ
っ
た
と
い
う
困
難
な
証
明
責
任
を
課
す
べ
き

で
は
な
い
」。

［
コ
メ
ン
ト
］
二
才
の
幼
児
に
つ
い
て
常
居
所
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
、
い
ず
れ
と
も
断
定
で
き
な
い
と
し
て
立
証
責
任
に
よ
ら
せ

た
原
審
と
は
異
な
り
、
抗
告
審
は
先
述
し
た
O
LGFrankfurt判
例
を
援
用
し
て
、
断
続
的
滞
在
の
期
間
を
合
算
し
長
期
に
滞
在
し
た

地
の
社
会
や
家
族
と
の
定
着
性
を
認
め
た
。
ド
イ
ツ
の
判
例
は
常
居
所
の
場
合
は
常
識
的
に
六
ヶ
月
と
い
う
ル
ー
ル
が
用
い
ら
れ
て
き

た
が
、
抗
告
審
は
、
事
情
に
応
じ
て
も
っ
と
短
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
即
時
に
で
も
常
居
所
を
認
め
る
べ
き
場
合
が
あ
る
と
し
て(24
)、
合

算
し
て
二
〇
ヶ
月
の
居
住
で
常
居
所
の
成
立
を
認
め
た
。
現
在
で
は
六
ヶ
月
は
常
識
基
準
で
、
個
別
事
情
に
よ
っ
て
は
も
っ
と
短
い
滞

在
で
足
り
る
と
さ
れ
て
い
る
。
乳
幼
児
の
場
合
に
は
、
親
の
常
居
所
で
の
養
育
の
意
向
を
考
慮
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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⚕

小
括

米
国
モ
デ
ル
は
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
住
所
概
念
と
対
比
す
る
中
で
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
上
の
常
居
所
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
に
対
し
て
、

ド
イ
ツ
で
は
、
O
LG
Frankfurtが
、
子
の
常
居
所
は
国
際
条
約
上
の
概
念
と
し
て
、
締
約
国
の
国
内
法
上
の
概
念
と
は
区
別
し
条
約

独
自
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
ペ
レ
ス
報
告
書
の
記
述
を
援
用
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
圏
で
は
既
に
他
の
ハ
ー
グ

条
約
で
常
居
所
概
念
を
用
い
た
条
約
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
常
居
所
の
移
転
の
問
題
に
関
し
て
は
、「
未
成
年
者
の
保
護
に
関

す
る
官
庁
の
管
轄
権
及
び
準
拠
法
に
関
す
る
一
九
六
一
年
の
ハ
ー
グ
条
約
」
に
お
け
る
問
題
状
況
が
対
比
さ
れ
て
い
た(25
)。
こ
の
よ
う
に
、

ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
自
体
に
常
居
所
の
定
義
が
な
い
た
め
、
各
条
約
締
約
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
状
況
、
法
的
背
景
を
基
に
そ
れ
ぞ

れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。

日
本
法
の
視
点
か
ら
は
、
伝
統
的
な
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
住
所
概
念
を
背
景
に
し
た
米
国
判
例
の
ア
プ
ロ
ー
チ
よ
り
は
、
独
立
し
た
条

約
上
の
概
念
と
し
て
、
条
約
自
体
に
根
拠
を
求
め
る
ド
イ
ツ
判
例
、
特
に
上
で
紹
介
し
た
O
LG
Frankfurt
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
適
切

に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
条
約
独
自
の
常
居
所
概
念
と
は
い
っ
て
も
、
条
約
に
規
範
的
定
義
は
な
く
、
統
一
的
な
常
居
所
概
念
も
確
立

し
て
い
な
い
。
締
約
国
は
条
約
の
理
念
や
制
度
目
的
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
ペ
レ
ス
報
告
書
が
重
要
な

手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
で
は
常
居
所
は
、
締
約
国
が
条
約
の
理
念
や
制
度
目
的
な
ど
に
即
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
判
断
し
て
お
り
、

IN
CA
D
A
T
上
の
外
国
判
例
に
は
法
源
的
な
意
味
は
な
い
。
こ
の
点
で
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
と
は
法
状
況
は
全
く
異
な
る
。

常
居
所
は
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
お
い
て
法
的
要
件
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
り
、
法
的
概
念
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
統

一
さ
れ
た
規
範
的
定
義
は
な
い
。
従
っ
て
、
常
居
所
の
判
断
は
法
的
定
義
か
ら
帰
納
的
解
釈
に
よ
り
導
く
こ
と
は
で
き
ず
、
個
別
事
件

に
お
け
る
事
実
的
要
素
を
条
約
目
的
な
ど
に
照
ら
し
て
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
扱
い
に
関
し
て
は
米
国
判
例
も
ド
イ

ツ
判
例
も
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
総
合
的
な
評
価
判
断
に
際
し
て
、
米
国
判
例
が
強
弱
の
差
は
あ
れ
一
貫
し
て
親
の
意
思
を
考
慮
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要
素
と
し
て
い
る
の
に
、
ド
イ
ツ
判
例
は
原
則
的
に
は
斟
酌
し
な
い
。
し
か
し
、
常
居
所
の
成
立
に
は
常
識
的
に
は
六
ヶ
月
の
滞
在
を

要
す
る
が
、
予
め
定
住
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は
も
っ
と
短
い
期
間
で
足
り
る
と
す
る
判
例
が
有
力
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
親

の
定
住
意
思
と
い
う
意
思
的
要
素
が
関
わ
っ
て
い
る
。
又
、
上
記
K
G
Berlin
判
例
の
原
審
が
、
常
居
所
の
判
断
に
つ
い
て
non

liquet
と
な
り
、
挙
証
責
任
法
理
に
よ
り
判
断
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

四

日
本
の
実
施
法
に
お
け
る
常
居
所
の
判
断

⚑

日
本
の
実
施
法
の
特
色

日
本
の
実
施
法
は
条
約
に
よ
る
子
の
返
還
裁
判
に
関
し
て
必
要
と
思
わ
れ
る
事
項
を
全
て
規
定
し
て
い
る
。
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
の

実
施
の
た
め
、
家
事
事
件
手
続
法
の
定
め
る
家
事
審
判
と
は
別
の
家
事
決
定
手
続
と
も
称
す
べ
き
裁
判
手
続
を
創
設
し
、
拒
否
事
由
を

含
め
返
還
に
関
す
る
要
件
も
全
て
実
施
法
で
規
定
し
直
し
て
い
る
。

日
本
の
裁
判
所
に
お
け
る
子
の
返
還
裁
判
は
実
施
法
の
規
定
で
足
り
、
他
の
締
約
国
と
は
異
な
り
、
条
約
の
規
定
を
適
用
す
る
必
要

は
な
い
。
実
施
法
は
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
の
「
的
確
な
実
施
」
を
目
的
と
す
る
と
い
う
同
法
一
条
の
規
定
を
介
し
て
条
約
に
接
し
て
い

る
。
そ
の
限
り
で
、
条
約
自
体
及
び
条
約
規
定
の
立
法
理
由
書
的
な
位
置
に
あ
る
ペ
レ
ス
報
告
書
等
の
付
随
的
文
書
は
、
実
施
法
の
解

釈
適
用
に
際
し
間
接
的
な
法
源
と
し
て
顧
慮
さ
れ
る
。
し
か
し
、
条
約
の
適
用
に
関
す
る
他
の
締
約
国
の
判
例
は
、
実
施
法
に
よ
る
裁

判
に
お
い
て
は
単
な
る
参
考
に
止
ま
る
。

⚒

実
施
法
に
お
け
る
返
還
裁
判
手
続
の
特
徴

実
施
法
上
の
返
還
決
定
手
続
は
基
本
的
に
非
訟
手
続
で
あ
り
、
英
米
法
の
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
injunction
手
続
を
モ
デ
ル
と
し
た
条
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約
と
は
手
続
法
的
に
適
合
し
な
い
。
例
え
ば
、
子
の
返
還
拒
否
事
由
を
抗
弁
と
構
成
し
証
明
を
要
求
す
る
条
約
一
二
、
一
三
条
に
対
し

て
、
実
施
法
二
七
、
二
八
条
は
「
認
め
る
と
き
」
と
規
定
し
証
明
責
任
と
は
異
な
る
非
訟
手
続
に
合
わ
せ
て
い
る(26
)。
ド
イ
ツ
は
逆
に
返

還
裁
判
手
続
は
非
訟
手
続
で
あ
る
が
、
返
還
要
件
等
は
条
約
規
定
を
適
用
す
る
た
め
、
上
述
の
K
G
Berlin
判
例
の
事
態
が
生
じ
る
。

つ
ま
り
原
審
は
常
居
所
に
関
す
る
両
当
事
者
の
対
立
す
る
主
張
の
判
断
を
、
non
liquet
と
し
て
挙
証
責
任
に
よ
り
決
し
た
が
、
控
訴

審
は
非
訟
的
に
裁
量
に
よ
り
覆
し
た(27
)。
ド
イ
ツ
法
型
非
訟
事
件
手
続
法
を
採
用
す
る
国
で
は
、
条
約
の
要
求
す
る
裁
判
形
式
は
、
非
訟

事
件
手
続
の
中
に
injunction
型
の
裁
判
を
押
し
込
む
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
手
続
法
理
上
の
不
整
合
は
避
け
ら
れ
な
い
。
日
本

の
場
合
は
、
非
訟
手
続
を
基
本
と
す
る
実
施
法
手
続
を
創
設
し
、
子
の
返
還
に
関
わ
る
要
件
も
返
還
拒
否
事
由
を
含
め
い
ず
れ
も
非
訟

手
続
に
よ
る
の
で
、
挙
証
責
任
法
理
は
妥
当
し
な
い
。
日
本
の
実
施
法
の
下
で
は
、
常
居
所
の
判
断
は
も
ち
ろ
ん
非
訟
事
項
で
あ
り(28
)、

家
庭
裁
判
所
調
査
官
の
調
査
対
象
と
し
て
、
子
が
滞
在
地
の
社
会
的
、
地
域
的
環
境
に
馴
化
・
定
着
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
調
査
報

告
が
求
め
ら
れ
る
。

日
本
で
は
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
の
批
准
の
際
、
子
の
返
還
裁
判
に
つ
い
て
、
監
護
の
本
案
裁
判
で
は
な
く
本
来
の
管
轄
国
へ
の
返
還

と
の
説
明
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
実
務
で
は
保
全
処
分
的
な
裁
判
と
い
う
認
識
が
強
い
印
象
を
受
け
る
。
条
約
に
よ
る
子
の
返
還

を
証
拠
保
全
に
類
し
た
手
続
と
す
る
実
務
家
の
説
明
に
接
し
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
条
約
が
返
還
を
原
則
と
し
返
還
拒
否

事
由
を
抗
弁
と
し
て
証
明
の
成
否
に
よ
り
決
定
す
る
構
成
を
採
り
、
日
本
の
家
事
裁
判
に
特
有
な
子
の
利
益
判
断
に
よ
る
全
般
的
裁
量

を
封
じ
て
い
る
こ
と
が
、
一
層
暫
定
的
な
迅
速
判
断
と
い
う
印
象
を
強
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
認
識
は
条
約
に
よ
る
返
還
裁
判
の
性
質
理
解
と
し
て
相
当
で
は
な
い
。
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
の
前
文
が
掲
げ
る

至
上
の
目
的
は
子
の
最
善
の
利
益
保
護
で
あ
り
、
条
約
は
返
還
拒
否
事
由
が
証
明
さ
れ
な
い
の
に
、
全
般
的
な
子
の
利
益
の
裁
量
に
よ

り
不
返
還
を
決
定
す
る
こ
と
を
封
じ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
常
居
所
や
子
の
監
護
状
態
の
認
定
、
監
護
権
者
の
同
意
等
の
個
別
の
要
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件
判
断
に
際
し
て
子
の
利
益
を
考
慮
す
る
こ
と
を
封
じ
る
も
の
で
は
な
い(29
)。
条
約
は
、
子
の
返
還
は
子
が
馴
染
ん
だ
生
活
環
境
に
速
く

戻
す
こ
と
が
子
の
利
益
に
適
う
と
い
う
視
点
か
ら
迅
速
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
返
還
が
本
案
裁
判
の
た
め
の
法
廷
地
国
へ
の
保
全

的
処
分
と
い
う
意
味
は
な
い
。

⚓

実
施
法
の
裁
判
手
続
に
お
け
る
常
居
所
判
断

（
⚑
）
実
施
法
適
用
の
法
形
式
的
側
面

実
施
法
に
は
常
居
所
に
関
す
る
定
義
規
定
は
な
い
。
し
か
し
、
同
法
一
条
は
「
条
約
の
的
確

な
実
施
を
目
的
と
す
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
施
法
上
の
常
居
所
の
解
釈
の
大
枠
は
条
約
自
体
と
ペ
レ
ス
報
告
書
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
条
約
に
も
常
居
所
に
関
す
る
定
義
は
な
い(30
)。
米
国
及
び
ド
イ
ツ
の
判
例
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
各
締
約
国

の
解
釈
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
条
約
規
定
の
直
接
適
用
を
必
要
と
し
な
い
実
施
法
の
自
足
的
特
徴
を
考

え
る
と
、
日
本
の
裁
判
所
と
し
て
は
、
常
居
所
の
判
断
決
定
は
実
施
法
の
解
釈
と
し
て
、
条
約
締
約
国
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約

三
一
条
等
に
反
し
な
い
範
囲
で
、
独
自
に
行
う
こ
と
に
な
る
。
他
の
締
約
国
の
判
例
等
に
は
法
源
的
な
意
味
は
な
く
、
一
つ
の
参
考
に

止
ま
る
。

（
⚒
）
実
施
法
上
の
常
居
所
の
実
質
的
な
判
断
基
準

条
約
に
お
け
る
常
居
所
に
つ
い
て
、
本
稿
で
対
比
検
討
し
た
米
国
と
ド
イ
ツ
の

解
釈
モ
デ
ル
で
は
、
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
独
自
の
常
居
所
概
念
と
し
て
、
条
約
自
体
か
ら
解
釈
基
準
を
導
く
ド
イ
ツ
モ
デ
ル
の
方
が
、

コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
伝
統
的
住
所
を
対
比
的
な
手
掛
か
り
と
す
る
米
国
モ
デ
ル
よ
り
、
日
本
の
実
施
法
解
釈
の
参
考
に
は
適
し
て
い
る
と

い
え
る
。

米
国
と
ド
イ
ツ
で
は
常
居
所
判
断
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
違
い
は
あ
る
が
、
結
論
と
し
て
導
か
れ
て
い
る
実
質
的
な
基
準
に
は
共
通
す
る

点
が
多
い
。
判
断
手
法
に
関
し
て
も
、
常
居
所
の
判
断
は
規
範
的
な
定
義
か
ら
帰
納
的
解
釈
に
よ
り
導
く
の
で
は
な
く
、
個
別
事
件
に
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お
け
る
事
実
関
係
の
全
体
的
評
価
に
よ
る
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
評
価
判
断
の
基
準
点
が
、
ド
イ
ツ
モ
デ
ル
で
は
条
約
及
び
ペ

レ
ス
報
告
書
等
に
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
米
国
モ
デ
ル
で
は
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
ordinary
residence
等
と
の
対
比
に
重
心
が

置
か
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
モ
デ
ル
に
お
け
る
判
断
の
起
点
は
、
条
約
の
至
高
の
目
的
は
子
の
利
益
保
護
に
あ
り
、
子
の
返
還
制
度
は
子

が
馴
染
ん
だ
生
活
環
境
に
迅
速
に
戻
す
と
い
う
原
状
回
復
を
目
的
と
す
る
と
い
う
認
識
に
あ
る
。
こ
の
認
識
か
ら
、
返
還
す
べ
き
国
の

決
定
基
準
と
し
て
の
常
居
所
は
、
子
が
そ
の
地
に
馴
染
み
定
着
し
て
い
る
か
の
判
断
に
掛
か
る
。
そ
の
判
断
基
準
を
滞
在
地
の
社
会
的
、

地
域
的
環
境
へ
の
定
着
、
組
み
込
み
（
integration）
と
す
る
点
で
も
米
独
モ
デ
ル
は
共
通
す
る
。
こ
れ
ら
の
判
断
の
際
に
、
滞
在
期

間
、
子
の
周
囲
と
の
接
触
（
家
族
、
学
校
・
幼
稚
園
等
に
お
け
る
状
況
、
地
域
社
会
と
の
繋
が
り
）
等
の
事
実
要
素
に
注
目
す
る
点
で

も
類
似
す
る
。
し
か
し
、
監
護
権
者
の
意
向
や
意
思
を
独
立
し
た
考
慮
要
素
と
す
る
か
に
関
し
て
は
米
国
と
ド
イ
ツ
で
異
な
る
。
特
に

ド
イ
ツ
で
は
国
内
法
上
の
住
所
の
要
件
と
さ
れ
る
主
観
的
意
思
は
、
常
居
所
の
要
件
で
は
な
い
と
し
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ペ
レ
ス
報
告
書
の
返
還
制
度
の
目
的
・
理
念
か
ら
導
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
日
本
の
実
施
法
に
お
い
て
も
大

枠
と
し
て
は
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

（
⚓
）
常
居
所
の
判
断
に
関
わ
る
若
干
の
個
別
問
題

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
常
居
所
判
断
の
基
本
的
基
準
は
、
子
に
関
し
て
独
自
に

考
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
、
そ
の
判
断
の
中
心
的
理
念
は
子
の
生
活
が
当
該
地
に
社
会
的
若
し
く
は
家
族
的
な
ど
の
関
係
を
介
し
て
定
着

し
、
子
が
そ
こ
に
馴
化
し
て
い
る
（
組
み
込
ま
れ
て
い
る
（
integrated））
こ
と
が
基
準
に
な
る
。
こ
れ
は
条
約
に
よ
る
返
還
制
度

の
目
的
・
理
念
か
ら
導
か
れ
る
。
子
の
定
着
又
は
馴
化
の
判
断
は
、
一
定
期
間
の
滞
在
、
幼
稚
園
、
学
校
、
地
域
的
な
ク
ラ
ブ
な
ど
の

活
動
、
友
人
等
の
個
別
事
例
に
お
け
る
事
実
関
係
か
ら
総
合
的
に
評
価
さ
れ
る
。
若
干
の
個
別
的
事
実
の
評
価
に
関
し
て
検
討
を
試
み

た
い
。

⿠
滞
在
期
間

日
本
の
未
公
開
事
例
で
、
住
所
よ
り
長
い
期
間
を
要
す
る
と
し
一
年
を
基
準
と
し
た
決
定
も
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
一
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般
的
な
常
識
基
準
と
し
て
六
ヶ
月
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
必
要
要
件
で
は
な
く
、
事
情
に
よ
っ
て
は
即
時
に
取
得
す
る
場
合
も
あ

る
。
あ
る
ド
イ
ツ
の
裁
判
官
も
六
ヶ
月
と
い
う
期
間
に
は
全
く
こ
だ
わ
ら
ず
、
実
際
は
も
っ
と
短
い
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
述
べ
て
い
た
。

一
律
に
は
決
め
ら
れ
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
六
ヶ
月
と
い
う
ド
イ
ツ
基
準
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る(31
)。

条
約
一
二
条
二
項
は
、
子
の
返
還
裁
判
が
子
の
奪
取
若
し
く
は
留
置
の
時
点
か
ら
一
年
以
上
を
経
て
い
る
場
合
、
子
が
新
た
な
環
境

に
適
応
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
子
の
不
返
還
決
定
が
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
を
根
拠
に
常
居
所
も
一
年
間

の
滞
在
を
要
件
と
解
す
べ
き
だ
と
の
見
解
も
紹
介
さ
れ
て
い
る(32
)。
ク
ロ
フ
ォ
ラ
ー
は
、
こ
の
見
解
は
「
条
約
一
二
条
は
返
還
請
求
権
の

要
件
を
規
定
す
る
も
の
で
、
常
居
所
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
見
誤
っ
て
い
る
」
と
批
判
し
て
い
る(33
)。
こ
の
議
論
は
実

施
法
二
八
条
一
項
五
号
に
も
当
て
は
ま
る
。
常
居
所
は
返
還
す
べ
き
場
合
の
返
還
先
の
判
定
問
題
で
あ
り
、
返
還
す
べ
き
か
否
か
の
要

件
と
は
問
題
が
異
な
り
、
議
論
の
混
同
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

注
意
す
べ
き
は
、
一
定
の
滞
在
時
間
の
経
過
と
い
う
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
例
え
ば
日
本
国
内
に
滞
在
は
し
て
い
る
が
、
行
方
を

明
ら
か
に
し
な
い
た
め
各
地
を
転
々
移
動
し
、
六
ヶ
月
経
過
し
た
こ
と
で
滞
在
期
間
の
要
素
が
充
た
さ
れ
る
か
は
疑
問
で
、
子
の
社
会

的
な
定
着
と
い
う
原
則
基
準
か
ら
は
消
極
に
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

留
置
事
件
で
は
、
当
初
は
同
意
を
得
て
外
国
に
来
て
い
る
た
め
、
同
意
に
よ
る
外
国
滞
在
が
ど
の
時
点
で
留
置
と
判
断
さ
れ
る
か
が

問
題
と
な
る
。
実
施
法
で
は
二
条
第
七
号
に
よ
り
、
常
居
所
地
国
の
法
令
に
よ
り
監
護
権
の
準
拠
法
と
さ
れ
る
法
律
に
基
づ
き
監
護
権

侵
害
が
発
生
し
た
時
点
と
な
る
が
、
当
初
約
束
さ
れ
た
期
限
の
徒
過
又
は
同
意
の
撤
回
な
ど
の
時
点
を
、
何
時
と
認
め
る
か
が
問
題
と

な
る
。

⿠
子
の
主
観
的
意
思
の
扱
い

条
約
一
三
条
は
相
応
の
年
齢
の
子
の
意
思
を
返
還
拒
否
事
由
と
認
め
る
が(34
)、
常
居
所
の
要
件
と
し
て
の

問
題
は
、
こ
れ
と
は
考
え
る
視
角
が
異
な
る
。
常
居
所
の
基
準
要
素
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
主
観
的
な
意
思
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
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子
の
当
該
地
で
の
生
活
態
様
、
そ
こ
へ
の
定
着
度
や
馴
化
の
レ
ベ
ル
を
判
断
す
る
要
素
の
一
つ
と
し
て
斟
酌
さ
れ
る
。
元
の
国
に
帰
り

た
い
か
否
か
の
よ
う
な
意
思
内
容
で
は
な
く
、
現
在
地
の
生
活
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
か
と
い
う
現
住
地
の
社
会
環
境
へ
の
組
み
込
み

或
い
は
統
合
を
評
価
す
る
一
つ
の
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
を
見
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
に
は
子
が
一
〇
才
未
満
の
場

合
、
条
約
一
三
条
二
項
に
よ
る
子
の
意
思
は
斟
酌
が
困
難
な
こ
と
が
あ
り
得
る
が
、
常
居
所
を
判
断
す
る
際
に
、
子
の
滞
在
地
社
会
へ

の
定
着
度
を
測
る
一
つ
の
指
標
と
し
て
は
評
価
の
対
象
と
な
る
。

⿠
乳
幼
児
の
常
居
所
と
親
の
意
向

た
と
え
乳
幼
児
で
あ
っ
て
も
、
無
前
提
に
親
の
常
居
所
が
子
の
常
居
所
の
よ
う
な
判
断
は
適
当
で

は
な
い
。
子
の
常
居
所
は
あ
く
ま
で
も
子
の
立
場
か
ら
判
断
す
べ
き
と
さ
れ
る
。
乳
幼
児
の
場
合
、
子
自
身
の
社
会
と
の
直
接
の
関
係

構
築
が
少
な
く
、
親
又
は
家
族
を
介
し
て
の
定
着
と
い
う
事
情
は
あ
る
。
し
か
し
、
あ
る
ド
イ
ツ
判
例
は
メ
キ
シ
コ
で
託
児
所
に
預
け

ら
れ
た
幼
児
に
つ
い
て
メ
キ
シ
コ
社
会
と
の
接
点
を
認
め
、
ス
ペ
イ
ン
語
に
馴
染
み
友
達
も
で
き
、
同
居
し
て
い
た
メ
キ
シ
コ
人
父
の

家
族
を
介
し
て
メ
キ
シ
コ
の
文
化
、
風
土
に
馴
染
ん
で
い
た
と
し
て
、
常
居
所
を
認
め
た(35
)。
こ
れ
と
は
逆
に
、
留
置
事
例
で
常
居
所
の

変
更
が
認
め
ら
れ
た
事
例
で
、
元
常
居
所
地
国
へ
の
帰
国
が
相
手
方
に
よ
り
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
り
上
げ
ら
れ
滞
在
期
間
が
長
期
に
な
っ

た
と
争
わ
れ
た
例
も
あ
る(36
)。

⿠
常
居
所
と
挙
証
責
任

ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
よ
る
裁
判
手
続
に
お
け
る
挙
証
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本
と
で
は

状
況
が
異
な
る
。
先
に
四
⚒
で
説
明
し
た
と
お
り
、
日
本
の
実
施
法
は
非
訟
事
件
と
し
て
の
扱
い
を
明
確
に
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、

返
還
裁
判
は
非
訟
手
続
に
よ
る
が
、
返
還
要
件
は
条
約
規
定
を
適
用
す
る
た
め
、
条
約
が
挙
証
要
件
に
掛
か
ら
せ
て
い
る
場
合
に
は
問

題
が
生
じ
る
。
先
述
の
K
G
Berlin
判
例
は
こ
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
場
合
は
、
返
還
拒
否
要
件
に
つ
い
て
二
八
条
の
規
定

で
も
証
明
の
表
現
を
用
い
ず
非
訟
事
項
で
あ
る
こ
と
を
貫
い
て
い
る
。
常
居
所
の
判
断
も
非
訟
と
し
て
調
査
官
報
告
に
基
づ
く
裁
量
判

断
が
で
き
る
と
解
さ
れ
よ
う
。
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⿠
家
裁
調
査
官
に
よ
る
調
査
の
範
囲

日
本
の
実
施
法
手
続
で
は
、
ド
イ
ツ
と
異
な
り
、
裁
判
官
が
返
還
対
象
の
子
を
直
接
に
審
訊
す

る
機
会
は
な
い
。
裁
判
所
の
判
断
は
当
事
者
の
主
張
や
提
出
の
他
は
、
調
査
官
報
告
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
常
居
所

判
断
に
関
す
る
事
情
に
つ
い
て
適
切
で
正
確
な
調
査
官
報
告
は
必
須
で
あ
る
。
ハ
ー
グ
条
約
事
件
で
は
全
体
的
な
子
の
利
益
判
断
に
よ

る
裁
量
は
封
じ
ら
れ
て
い
る
一
方
、
通
常
の
家
事
事
件
で
は
問
わ
れ
な
い
常
居
所
の
判
断
に
関
係
す
る
事
実
や
事
情
の
調
査
報
告
が
求

め
ら
れ
る
。
調
査
報
告
の
項
目
も
こ
れ
に
対
応
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(⚑
)
櫻
田
嘉
章
・
道
垣
内
正
人
『
注
釈
国
際
私
法

第
⚒
巻
』
二
七
五
頁
（
国
友
明
彦
）

(⚒
)
櫻
田
嘉
章
『
国
際
私
法

第
⚖
版
』
九
二
頁
、
中
西
康
・
北
澤
安
紀
・
横
溝
大
・
林
貴
美
『
国
際
私
法
』
七
六
頁
な
ど

(⚓
)
Beaum
ont/M
cEleavy,“T
he
H
ague
Convention
on
International
Child
A
bduction”(O
xford,1999)
p
89

(⚔
)
K
ropholler,“D
ie
gew
önliche
A
ufenthaltdes
K
indes
und
das
A
ufenthaltsbestim
m
ugsrecht”,FS.Jaym
e
I(2004),S.473,

は
、「
常
居
所
は
、
異
な
る
法
規
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
居
る
こ
と
、
及
び
、『
常
』
と
い
う
用
語
が
多
義
的
な
要
素

を
含
む
こ
と
か
ら
、
純
粋
な
事
実
概
念
で
は
な
く
、
法
的
概
念
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

(⚕
)
条
約
前
文
は
、「
こ
の
条
約
の
署
名
国
は
、
子
の
監
護
に
関
す
る
事
項
に
お
い
て
子
の
利
益
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
深
く
確
信
し
、

不
法
な
連
れ
去
り
又
は
留
置
に
よ
っ
て
生
じ
る
有
害
な
影
響
か
ら
子
を
国
際
的
に
保
護
す
る
こ
と
並
び
に
子
が
常
居
所
を
有
し
て
い
た
国
へ
の

当
該
子
の
迅
速
な
返
還
を
確
保
す
る
手
続
及
び
接
触
の
権
利
の
保
護
を
確
保
す
る
手
続
を
定
め
る
」（
外
務
省
訳
）
と
し
て
い
る
。

(⚖
)
Péres-V
era,Explanatory
Report（
以
下
、
ペ
レ
ス
報
告
と
し
て
引
用
）
は
、
条
約
一
二
条
に
関
し
て
、
一
一
〇
節
で
、「
条
約
は
子

の
返
還
は
常
に
移
動
前
の
子
の
常
居
所
地
で
あ
る
と
す
る
効
果
に
関
す
る
提
案
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
子
の
返
還
を
要
求
す
る
理
由
の
根
拠

の
一
つ
が
、
子
の
住
所
地
国
の
裁
判
所
の
「
当
然
な
」
管
轄
を
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
実
力
で
回
避
す
る
の
を
防
止
し
た
い
と
い
う
点
に
あ
っ

た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
条
約
に
そ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
で
、
そ
の
適
用
が
柔
軟
さ
を
失
い
利
用
し
難
く
な
る
か
も
知
れ

な
い
。
実
際
、
我
々
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
子
供
に
と
っ
て
基
本
的
に
親
し
ん
だ
特
別
な
環
境
か
ら
移
動
さ
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は

子
供
の
権
利
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
そ
れ
が
子
の
国
際
的
奪
取
に
対
す
る
戦
い
が
護
ろ
う
と
し
て
い
る
点
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
申
立
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人
が
最
早
子
の
移
動
前
の
常
居
所
地
国
に
は
居
住
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
国
に
子
を
返
還
す
る
こ
と
は
解
決
が
困
難
な
実
際
上
の
問
題
を
引

き
起
こ
す
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
条
約
が
沈
黙
し
て
い
る
の
は
、
従
っ
て
、
奪
取
先
国
の
権
限
機
関
が
申
立
人
の
も
と
に
直

接
、
そ
の
住
所
が
ど
こ
か
を
問
わ
ず
返
還
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
も
の
と
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
筆
者
訳
）。
こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
よ
る
提
案
の
経
緯
に
つ
い
て
、
D
avid
M
cClean,“Return
ofInternationally
A
bducted
Children”,106
Law
Q
uaterly
Review

378
(1990)を
参
照
。
前
注
（
⚓
）
Beaum
ont/M
cEleavy,p
31
は
、
両
親
共
に
居
な
い
元
常
居
所
地
国
へ
の
返
還
を
疑
問
と
し
て
い
る
。

(⚗
)
前
注
（
⚖
）
Péres-V
era,Explanatory
Report
19
節
参
照

(⚘
)
Schuz,Rhona
;“T
he
H
ague
Child
A
bduction
Convention
-
A
Critical
A
nalysis”(H
art,2013)
p
181

(⚙
)
H
on.Jam
es
D
.Garbolino,“T
he
1980
H
ague
Convention
on
the
CivilA
spect
of
InternationalChild
A
bduction
:A

Guide
for
Judges”(2012,Federal
Judicial
Center
Internationa
Litigation
Guide)

(10
)
ガ
ル
ボ
リ
ー
ノ
報
告
書
四
四
頁

(11
)
ガ
ル
ボ
リ
ー
ノ
報
告
書
四
五
頁

(12
)
ガ
ル
ボ
リ
ー
ノ
報
告
書
四
五
頁

(13
)
ガ
ル
ボ
リ
ー
ノ
報
告
書
四
六
頁

(14
)
ガ
ル
ボ
リ
ー
ノ
報
告
書
五
一
頁

(15
)
Schuz
前
注
（
⚘
）、
p
186
以
下
。

(16
)
C
v.S
(1990,2A
II
ER
449)

(17
)
Schuz
前
注
（
⚘
）、
p
188、
M
ozes
事
件
控
訴
審
の
裁
判
官
は
、
英
国
判
例
（
前
注
16
）
の
「
Ａ
国
で
の
常
居
所
の
放
棄
と
、
そ
の
後

に
Ｂ
国
が
常
居
所
に
な
る
こ
と
の
間
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
Ａ
国
の
常
居
所
の
放
棄
は
、
そ
の
地
に
二
度
と
戻
ら
な
い
確
定
し
た
意
図
を

持
っ
て
離
れ
る
こ
と
に
よ
り
一
日
で
可
能
だ
が
、
そ
の
代
わ
り
に
Ｂ
国
で
常
居
所
を
得
る
に
は
一
定
期
間
の
滞
在
が
必
要
に
な
る
。
Ｂ
国
の
常

居
所
は
一
日
で
は
得
ら
れ
ず
、
か
な
り
の
時
間
と
確
定
し
た
意
図
が
必
要
に
な
る
」
と
い
う
文
章
か
ら
、
新
し
い
常
居
所
を
得
る
た
め
に
は
前

の
常
居
所
の
放
棄
が
必
要
と
い
う
命
題
を
導
い
た
と
す
る
。

(18
)
Schuz
前
注
（
⚘
）、
p
189

(19
)
Feder
v.Evans-Feder
63F3rd.217
(3rd.Cir.1995)
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(20
)
Schuz
前
注
（
⚘
）、
p
191

(21
)
Schuz
前
注
（
⚘
）、
p
192

(22
)
Schuz
前
注
（
⚘
）、
p
192
は
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
、
ス
イ
ス
等
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と
す
る
。

(23
)
O
GH
30.O
ct.2003
(8O
b121/03g)、
Schuz
前
注
（
⚘
）、
p
192,N
ote
(125)

(24
)
こ
れ
に
つ
い
て
、
引
用
を
省
略
し
た
が
、
判
旨
は
O
LGK
arlsruhe
Fam
RZ.2010,1577
を
援
用
し
て
い
る
。
同
事
件
は
、
未
婚
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
父
Ｘ
と
ド
イ
ツ
人
母
Ｙ
の
間
に
二
〇
〇
五
年
ド
イ
ツ
で
生
ま
れ
た
子
Ｚ
を
め
ぐ
る
留
置
事
例
で
、
Ｚ
出
生
以
来
ド
イ
ツ
で

Ｙ
が
養
育
し
て
い
た
が
、
三
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
Ｘ
を
訪
ね
、
そ
の
度
に
約
四
ヶ
月
滞
在
し
た
が
、
三
回
目
に
は
Ｘ
が
Ｙ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を

取
り
上
げ
て
し
ま
い
帰
国
は
八
ヶ
月
遅
れ
て
二
〇
〇
八
年
六
月
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
Ｘ
は
Ｙ
に
Ｚ
を
連
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

戻
る
よ
う
申
し
入
れ
た
が
Ｙ
は
応
じ
ず
、
ハ
ー
グ
子
奪
取
条
約
に
よ
る
Ｚ
の
返
還
請
求
を
申
し
立
て
た
。
裁
判
所
は
、
常
居
所
の
取
得
は
六
ヶ

月
間
の
滞
在
を
要
す
る
と
い
う
の
が
常
識
的
な
基
準
で
あ
る
が
、「
当
初
か
ら
継
続
的
な
滞
在
の
予
定
が
あ
る
場
合
は
も
っ
と
早
く
常
居
所
が

成
立
す
る
」
と
し
て
、
Ｚ
の
常
居
所
は
、
二
〇
〇
八
年
六
月
の
ド
イ
ツ
帰
国
以
前
か
ら
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
の
Ｘ
申
入
れ
に
よ
る
留
置
後
も

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
認
め
、
返
還
を
命
じ
た
。

(25
)
Julia
Eppler,“Grenzueberschreitende
K
indesentfuehrung”(Peter
Lang,2015)
SS.202
ff.

(26
)
K
G
Berlin
の
原
審
（
Pankow
/W
essensee
A
m
tgericht）
は
条
約
に
即
し
て
常
居
所
の
判
定
が
non
liquet
の
事
例
で
、
挙
証
責

任
に
よ
る
判
断
を
し
て
い
た
が
、
抗
告
審
で
あ
る
K
G
Berlin
は
こ
れ
を
覆
し
て
い
る
。
手
続
事
項
を
含
む
ハ
ー
グ
条
約
は
、
準
拠
法
連
結
に

関
す
る
条
約
と
は
違
い
、
手
続
法
の
世
界
標
準
化
に
繋
が
る
側
面
が
あ
る
こ
と
は
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

(27
)
ド
イ
ツ
で
は
ハ
ー
グ
条
約
の
規
定
を
直
接
適
用
す
る
立
法
形
式
で
あ
り
、
挙
証
責
任
法
理
を
妥
当
さ
せ
る
必
要
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(28
)
相
手
方
が
申
立
人
主
張
の
国
に
常
居
所
が
な
い
と
い
う
主
張
を
待
っ
て
当
否
を
判
断
す
べ
き
抗
弁
事
項
で
は
な
い
。
実
施
法
の
下
で
は
、

子
の
返
還
裁
判
は
、
子
の
最
善
の
利
益
の
保
護
を
至
高
の
目
的
と
し
、
子
の
馴
れ
親
し
ん
だ
生
活
環
境
を
奪
わ
な
い
こ
と
が
そ
れ
に
適
う
と
い

う
前
提
で
、
返
還
を
判
断
す
る
後
見
的
な
非
訟
裁
判
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
通
常
の
家
事
事
件
手
続
と
異
な
る
の
は
、
規
定
さ

れ
た
返
還
要
件
の
具
備
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
全
般
的
な
子
の
利
益
の
裁
量
に
よ
る
返
還
拒
否
判
断
を
封
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
、

一
部
の
返
還
拒
否
事
由
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
子
の
利
益
の
全
般
的
裁
量
に
よ
る
返
還
命
令
を
許
容
し
て
い
る
（
実

施
法
二
八
条
一
項
但
）。
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(29
)
最
判
平
成
二
九
年
一
二
月
二
二
日
に
お
け
る
小
池
裁
判
官
の
補
足
意
見
は
、
こ
の
点
で
正
鵠
を
得
た
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

(30
)
な
お
、
常
居
所
地
国
に
関
し
て
二
⚒
で
先
述
し
た
よ
う
に
、
条
約
は
返
還
先
を
常
居
所
地
国
と
は
規
定
し
な
い
が
、
実
施
法
は
、
二
条
八

号
で
返
還
は
常
居
所
地
国
と
規
定
し
て
お
り
、
僅
か
で
は
あ
る
が
条
約
規
定
と
の
違
い
も
あ
る
。

(31
)
最
決
平
成
二
九
年
一
二
月
二
一
日
（
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
）
に
つ
い
て
、
西
谷
祐
子
・
戸
籍
時
報
七
七
〇
号
四
九
頁
は
、
平
成
二
六
年
七
月
来

日
し
平
成
二
七
年
三
月
一
〇
日
に
留
置
開
始
と
認
定
さ
れ
た
事
例
に
つ
い
て
、
半
年
間
の
滞
在
で
常
居
所
は
認
め
ら
れ
な
い
と
評
釈
さ
れ
て
い

る
が
、
ド
イ
ツ
基
準
で
は
期
間
要
件
は
充
た
し
て
お
り
、
当
該
事
案
に
お
け
る
子
ら
の
学
校
生
活
、
校
外
活
動
等
の
社
会
環
境
へ
の
組
込
み
、

子
自
身
の
意
識
等
か
ら
、
本
稿
の
基
準
で
は
常
居
所
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(32
)
Jorzik,“D
as
neue
zivilrechtliche
K
indesentführungsrecht”
(1995),
S.
32
;H
oll,“Funktion
und
Bestim
m
ung
des

gew
önlichen
A
ufenthalts
bei
internationalen
K
indesentführungen”(2001),S.129
ff.

(33
)
K
ropholler,前
注
（
⚔
）、
S.473
f.

(34
)
こ
れ
が
ど
の
程
度
の
年
令
か
は
悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
実
務
家
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
子
の
成
熟
度
な
ど
に
よ
る
の
で

一
律
に
は
い
え
な
い
が
一
一
―
一
三
才
が
一
つ
の
目
安
と
云
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

(35
)
O
LGK
arlsruhe
Fam
RZ
2003,956
(15,N
ov.2002)

(36
)
前
注
（
24
）
の
O
LGK
arlsruhe
Fam
RZ.2010,1577
で
は
、
父
が
帰
国
し
よ
う
と
し
た
母
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
り
上
げ
た
た
め
滞
在

が
八
ヶ
月
に
及
び
、
常
居
所
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
認
め
ら
れ
た
が
、
判
例
紹
介
者
の
弁
護
士
は
、
父
の
返
還
請
求
は
自
身
の
不
正
の
結
果
を

援
用
す
る
も
の
で
、「
裁
判
は
母
に
は
受
け
入
れ
難
い
」
と
し
て
い
る
。

本
稿
は
JSPS
科
研
費
課
題
番
号
16H
01990（「
多
様
な
権
利
内
容
に
応
じ
た
実
効
的
な
国
際
的
権
利
保
護
制
度
の
構
築
」）
の
助
成
を
受

け
た
も
の
で
す
。

ハーグ子奪取条約及び同実施法における常居所とその判断
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